
ず
ヽ

粒度分布測定

●|レ■ザー回折・散乱法

● 8、るし`分け法

●パーティクリレカゥント林
●1合成粒度分布法 ‐■■■
●1光透過式遠心沈降法‐| |
●1土質試験(コ ISIA■2o4)

粒子形状測定

曇 粒子形状画像解析

鰤 写真撮影

瘍 爆発下限界濃度

瘍 限界酸素濃度
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粉体物性測定

磯 Carrの指数評価

難 カサ密度

簸 安息角
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剪断1試験

定性定量分析

蜻 プラズマ発光分光(ICP)分析

脩 X線回折/蛍光X線

氣 RoHS 5元素測定

試料調整

鶉 分級

は 粉砕

孟 縮分

その他の測定

鯰 1酒|=炭試験 (」 IS K 1474)

は1骨材試験 (」 lS規格)

硫ISs残分|

薇1強熱残分

鰈水分率

は1発じん量測定

海外でこ使用される場合は、輸出国名、使用する会社名、使用目的など

の資料を予め提出して頂く必要がこざいますので、弊社営業担当者に

こ相談ください。こ理解、こ協力の程宜しくお願い申し上げます。

硬度測定

艤 圧壊強度

◎ 摩滅率
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●‐水銀圧入法

本カタログに記載の製品は、一般的な粉体材料を対象として設計 製

造されており、特に危険物 (毒物、爆発物など)を対象とした仕様とは

なつておりません。危険物 (毒物、爆発物など)を対象としてこ使用を

検討される場合は、必要な対応を施した上こ使用頂けますよう、お願

い申し上げます。

X仕様よ予告なく変更する場合がこざいます。
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レーザー回折・散乱法 合成粒度分布法

レーザー光を粒子にあてる事で起こ

る回折と散乱により、分布 (体積比 )

を求めます。

MIな文炒洟002～ 2,000μm

ふるい
`か

け

'去

レーザー回折・散乱法とふるい分け

法の結果を合成させる事により、広

い範囲の分布を求めます。

MはIRは 0 02μ m～

光透過式遠心沈降法

ふるいを用いて粒子を分け、各段の

残分により分布 (重量比)を求めます。

M隧巡沐は 20μ m～

パーティクリレカウント法

粒子がレーザー光の前を通過するこ

とで遮られた光量から分布 (個 数 )

を求めます。

口なはほ舅は1～ 150μm

時間の経過とともに粒子が沈降して

いく事を利用して分布 (体積比)を

求めます。

Mは文沐は01～ 500μm

土質試験 (」 IS A 1204)

75μ m以上の分布はふるい分け法

で求め、それ以下の粒子は浮標を使

つた沈降法で求めます。

鰊 lμ m～75mm

鑢∫剛斌鯰巫 魃 粉体全般、分級品、粉砕品、造粒品、八ンダ粉、トナー、繊維、成型品、食品 etc

粒子形状画像解析

高速・高画素数のCCDカ メラを使用して短時間に多数の粒子を撮

影したり、顕微鏡等で粒子画像を取り込み、粒子形状評価を行います。

アスペクト比・面積・周囲長・線長。最大長・

円相当径。円形度。球形度・表面粗度 etc.

0.lμ m～ (バッチ式)/0.5μm～ (連続式)

lil蜃 :|

写真撮影

走査型電子顕微鏡、光学顕微

鏡等を用い、表面の観察。撮影

を行います。



米沿 じ メじ 麗戻 謬務 濃 J痴ヨ  国 y凸 粉体全般、金属粉、棚 旨粉、食品 etQ

爆発下限界濃度
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粉体の爆発性の有無を

判定します。

試験結果を元にプラントの防爆

設備や放散口などの設計も

可能です。

容器内で粉体を圧縮空気により飛散させ、電気火花により粉じん
爆発の有無を判定します。

限界酸素濃度

容器内の酸素濃度を大気状態の21%から減少させ、どの程度の
酸素濃度で爆発の危険性がなくなるかを判定する試験法です。

最小着火エネルギー

着人のしやすさを判定する試験法です。電気火花のエネルギーを
変化させます。

最大爆発歴力。爆発圧力上昇速度・Kst値

爆発の激しさの評価及び爆発放散国の放散面積の推定を行うた
めの試験法です。

謳咎 幾顆 催聰 灯驚 鬱雉 鷺歌 靱 粉体全般、金属粉、顔料、棚 旨、食品、医薬品
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粉体の物性を指数で示したもので、流動性指数と噴流性指数があります。
流動性指数は安息角・圧縮度・スパチュラ角。均一度 (又は凝集度)から求めます。
噴流性指数は流動性指数・崩壊角・差角・分散度から求めます。

鶏撃鐵鑽 雙騒蛉

川北式カサ密度の他、」ISに基
づいた測定方法にてカサ密度
を測定いたします。

出鷺購靱濾鑽鋏測鼈

注入法による安息角の測定を
行います。

がップ鐵鑽
一定量の粉末を容器から排出し、
全てが排出される時間から求
めます。(」 IS Z 2502)

驀蝙膠彎骰試験

コロナ放電による静電気電荷拡散性能を測定する手法で素材の
帯電性評価を行います。(」 IS C 61340-2… 1)

川北式タップ密度測定法にて
タップ密度の測定を行います。
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剪 断 試 験 繭 粉体全般、携 、セメント、穀物 etc

粉体の摩擦力や付着力

が求められます。その

数lLEを使いサイロやホ

ッパニの設計に必要な

傾斜角度、出口径、板圧

を推測する事ができます。

螢直荷菫(V)lK●〕

内部摩擦角試験

剪断セル (上リング、下リング)に粉体を充填し、垂直荷重を加え圧

密した後に上下のリングを剪断し、粉体の剪断力を求めます。垂直

荷重を変化させ、その都度剪断力を測定する事により、粉体の内部

摩擦角等を求めます。

壁画摩擦角試験

測定する壁材の上で剪断セルに粉体を充填し、垂直荷重を加え圧

密した後に壁材とリングを剪断し、粉体と壁材の剪断力を求めます。

静止貯蔵期間試験

貯蔵期間を置くと予測される場合は、それと同様の期間、最大圧

密力を加えて放置した後に剪断を行います。
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比 表 面 積 ・ 細 孔 分 布 側 剛 鵬 肺 全般、鰈 、ばい煙、離 炭、セラミックス、7/Jレター、M、 セメント、取 etc

ヌ 体 D/P着法 (BETl点法・BET多点法) 水銀圧入法 ブレーン空気透過法

響  図 (

セルに試料を入れガスを供給する事により試料

表面にガス分子を物理吸着させ、その時の圧力

と吸着量より比表面積や細孔分布を求めます。

欲蝙陪λ‰晶:28合席
瘍 N2、 C02、 Ar他

セルに入れた試料を水銀に浸した

後圧力を加え、細孔に水銀を浸入さ

せ圧力と水銀量から比表面積や細

孔分布を求めます。

MMIIな赳颯
者 &免2N=鮮

度

セルに粉体を充填し、空気量及び圧

力差を一定としてその透過時間を

測定し、標準セメントとの比較によ

り比表面積を求めます。

(」 IS R 5201)

My漑輪爾燿 数百～数万面/g

粉体全般|セラミックス、成型品 etё .箕 鐵 ky眩    徊赳 躙

液橿置換法(ピツプメーター法)

セルの中にサンプルと分散媒を入れ、サンプルの細孔や粒
子間に液体を浸入させるための脱気を行い、その後ある液
面まで液を足した重量と分散媒の温度により真密度を求め
ます。

気橿翅換法

ボイルの法則によリー定温度で気体の体積と圧力
を変化させて、サンプルの体積を求めます。

湿式測定が難しいサンプルに適しています。



硬 度濃」定

圧壊強度 摩滅率

粒子に圧力を加えていき、壊れたとき

の圧力を数値と画像により求めます。

は蝙仁蜃炒隧は陽 100～ 2,000μm
瘍 2,000gf

容器に試料と鋼球を入れ、一定時間

粉砕し、前後の粒度分布から硬度を求

めます。

薇釜 や藍 饉配 涯壁 渉か 轟看 魃 液体全般、粉体全般、異物検査、排水 etc

ゾ鸞買マ覺光命甦 〔:載 貯)舟瞬  N糠睡断F量光X総 霧嚇蒙薄 瀧元ミ瀦じ鼈

試料に電気的・熱的エネルギーを与

えることにより発光させ、試料に含ま

れる元素の定性及び定量分析を行い

ます。

X線を使い試料に含まれる元

素や化合物の定性及び定量

分析を行います。

電気・電子機器における特定

有害物質の定性及び定量分

析を行います。

粉砕機を用い、任意の粒径に加工い

たします。

薇文炒隧祗饉餃数μm～

財゛

試料を均等に取り分けます。

炒鶉顆予 魃 粉体全般、医薬品、ハンダ粉、鉱石、金属粉 etc

傘総 識轡

ふるい分け機や風力分級機を使い、

必要な粒径ことに回収を行います。

はMMはMM燿 数μm～

覺瘍褥瘍蜃闊

は i鷺性鐵試験 (5:S(147蝶 )

鶉 彎輔試験 (3:S規格)

その他の測定も多数取り扱つております。お電話、メール等にてお問合せください。

鰈 SS議分

鰈 強熱瞳分

瘍 ぷ分率

鶉 難諄島量演[定


